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2022年度業務実施状況

電磁界情報センター



2022年度業務実施状況【情報調査G】（1/2）
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1.情報収集・調査

1-1.国内外の電磁界関連情報（1次情報）の収集

• 【公的機関などによる発表】コンサルタント会社との情報配信契約による情報
収集

• 【研究動向】ドイツ・アーヘン工科大学が運営する世界最大の情報データベー
スであるEMF-Portalと連携した幅広い情報収集

• 【社会動向】市民団体機関誌購読、イベント参加、コンサルタント会社との情報
配信契約による情報収集

公的機関などによる発表22件、研究動向300件、社会動向9件収集（2月末
現在）

1-2.入手した1次情報の詳細調査

• 職員による文献調査、関係者インタビュー、現地調査などによる情報検証



2022年度業務実施状況【情報調査G】（2/2）
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2.情報整理・評価

2-1.電磁界データベースの整備

• 引き続き、EMF-Portalとの連携により入手する情報の随時翻訳を行うとともに、
学術論文の整理・登録を実施 ［詳細説明１］

• 国内外の電磁波関連公文書も継続的に登録

2-2.報道等の内容精査

• 新聞記事および最近出版された書籍を中心に、記事内容の関係者インタビュー
や関係文献の調査を行い、結果の公表、報道機関への連絡等を実施

3.磁界レベルに関する調査（磁界測定プロジェクト）

3-1. スマートメーターから発生する電磁波の調査

• 高周波電磁波測定器による試行測定を実施 ［第30回運営委員会において報告済］

3-2.架空送電線の潮流と磁界の調査

• 架空送電線を流れる潮流と磁界測定値の関係の調査を実施 ［詳細説明２］

3-3.直流送電線から発生する静磁界の調査

• 直流送電線から発生する静磁界の調査を実施 ［詳細説明２］



2022年度業務実施状況【情報提供G】（1/3）
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1.情報提供ツールの整備

1-1.ホームページ

• 最新情報の提供

更新回数41回（2月末現在）

［海外の動向21回、論文の紹介20回（新規論文数311）］

• ホームページのリニューアルの進捗 ［詳細説明３］

1-2. SNSによる情報提供

• WEBセミナー、磁界測定器貸出サービス等の広告配信 ［詳細説明４］

1-3.ニューズレター・メールマガジン

• ニューズレター、メールマガジンを継続的に発行（2月末現在）

ニューズレター 年3回発行（通算65号）

メールマガジン 毎月発行



2022年度業務実施状況【情報提供G】（2/3）
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2.双方向コミュニケーションの実施

2-1.問い合わせ対応

• 電話、メール、FAXによる電磁界の健康影響に関する問い合わせ対応

749件（平均68件/月）（2月末現在） ［詳細説明５］

2-2.対象層特化活動（妊婦の知識啓発）

• 母子衛生研究会との連携による母子健康手帳副読本配布に併せたパンフレット
配布及び母子保健関係者セミナー事業の継続実施 ［詳細説明６］

• 「健やか親子21」参加団体との連携

2-3.情報の媒介者を対象とした情報提供活動

• 学校保健・社会医学・看護学関連学会等でのランチョンセミナーの開催

計16件（14件実施済、予定2件） （2月末現在） ［詳細説明７］



2022年度業務実施状況【情報提供G】（3/3）
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2.双方向コミュニケーションの実施（続き）

2-4.依頼講演会

• 行政、団体、事業者、教育機関等からの講師派遣依頼への対応

申込19件（15件実施済、予定3件、キャンセル1件） ［詳細説明８］

2-5.WEBセミナー

• 昨年度から開始したWEBセミナーを継続実施

計7回実施済 ［詳細説明９］

2-6.ポーランド（電気応用学会）からの依頼講演

• 2022年6月、国際生体電磁気学会（BioEM2022）において電磁界リスクコミュニ
ケーションに関するワークショップを主催

• WEB参加したポーランド電気応用学会の関係者から要請を受け講演を対応し、
JEICの活動等を紹介

3.リスクコミュニケーション促進活動

3-1.磁界測定器貸出

• 低周波磁界測定器の貸出を継続実施

255件（平均23.2件/月）（2月末現在） ［詳細説明１０］
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2022年度業務実施状況【管理G】

1.賛助会員の維持・拡大に向けた取り組み
• 賛助会員（会費） について、ニューズレターやJEIC活動報告等による最新情報

の提供、講演会等の機会を活用した賛助会員の募集により維持・拡大を図る。

2.各種委員会の開催
2-1.運営委員会

• 議論を中心とした年2回程度の開催運営

3.センター内教育の実施
• 転入職員に対するセンター内教育の実施
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○EMF-Portal参画（協定締結）：2014年9月

【EMF-Portalの概要】

運 営
ドイツ・アーヘン工科大学医学部病院
職業医学研究所生体電磁気相互作用研究センター（femu）

目 的
一般（研究者、政治家、医者、法律科、ジャーナリスト、及びその他関心のある
人々全般）向けの電磁界関連情報データベース

規 模
登録件数（タイトルのみなども含む総情報数）

約38,000件の内、健康影響に関連する約7,200件の詳細情報掲載
（総情報は約100件/月、詳細情報は約20件/月で新規登録）

情報種別 生物学、疫学、工学、規制など

言 語 英語、ドイツ語、（JEIC参画後は）日本語

その他
WHOのEMFプロジェクトHPにおいて、研究情報DBとして紹介されており、登録
情報数は世界最大規模

１．EMF-Portal、電磁界情報データベース

一般の方がより容易にアクセスできる「電磁界情報データベース」にも登録（18,756件[2023.2末時点]）

海外機関との連携（ＥＭＦ－Ｐｏｒｔａｌへの参画）

電磁界情報データベースへの登録状況
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２．磁界測定プロジェクト(1/2）

架空送電線の潮流と磁界の調査

架空送電線から発生する磁界について知見を深めることを目的に、潮流値（電気が流れている量）
と磁界の関係の調査を茨城県で実施した。［測定回数：3回（2022年7月・10月、2023年1月）］
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【測定結果】

磁界の強さと潮流値に明らかな比例関係があることを確認した。

磁界計算で広く使用されているビオ・サバールの法則と合致し、磁界計算理論の妥当性
を実線路において確認することができた。

本測定結果を令和5年電気学会全国大会
（名古屋大学：2023年3月17日）にて発表済み
BioEM2023に投稿済み・2023年6月発表予定

潮流値と磁界の関係 測定の様子
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２．磁界測定プロジェクト(2/2）

直流架空送電線から発生する静磁界の調査

今後一般市民の関心が高まることが予想される直流架空送電線から発生する静磁界について知見
を深めることを目的に北海道、青森県で調査を実施した。［調査回数：3回（2022年5月・9月・10月）］

静磁界（地磁気と送電線の直流磁界の合成値）の測定値（例）

【測定結果】

直流架空送電線下での静磁界の測定値は、地磁気の約50μTに対して30～150μT程度であり、

地磁気に直流架空送電線からの磁界が合成されることにより、増減していることが分かった。
（ICNIRPによる国際的なばく露制限値は400mT(400,000µT)）
静磁界の測定値は、電線地上高、送電線と地磁気の角度等の影響で同じ線路でも大きく変化
することが分かった。

箇
所

電線地上高
(m)

送電線と地磁気
の角度(°)

地磁気
理論値(µT)

静磁界
測定値(µT)

1 16.9 62.3 49.6 95
2 28.8 22.6 49.6 155
3 53.9 19.0 49.8 51

4 33.1 80.4 49.4 55
5 18.0 16.6 49.3 28

測定の様子

同一送電線の異なる5地点で測定



旧サイト 新サイト
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３．ホームページリニューアル(1/15）

サイトトップ

ホームページ訪問者の増加と電磁界の健康影響をよりわかりやすく伝え、正しく理解し
てもらうことを目指して、大規模なリニューアルを実施。＜3/15公開、以後随時更新＞

3つのサイト（総合、一般、専門）に分けた構成とし、『情報の見つけやすさ』向上を志向。

総合、一般、専門サイトごとに入り口を分け、
知りたい情報へ訪問者をスムーズに誘導

一般向けと専門向けの情報が混在
一般の方が、難しい情報や表現に遭遇
専門の方が、知りたい情報に辿り着きにくい

一般サイト入口 専門サイト入口

総合サイト入口
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３．ホームページリニューアル(2/15）

総合サイト 一般サイト 専門サイト

サイト構成・基本デザイン



旧サイト 新サイト

スマホ閲覧を重視したデザイン（例：お問い合わせページ）

訪問者の約7割がスマホ閲覧
⇒スマホでの閲覧･入力を重視したデザイン
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３．ホームページリニューアル(3/15）

パソコン閲覧を想定した古いデザインも多く残り、
スマホでの閲覧や入力が不便

ページ横幅が
スマホ画面に
収まらないため、
閲覧性・操作性
が悪い

スマホ閲覧時、スマ
ホ画面に収まるデ
ザインにより、
閲覧性・操作性が
向上



旧サイト 新サイト

センターの組織、活動、中立性などに関する情報→総合サイト

総合サイトに情報をまとめ、目を引くレイアウト
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３．ホームページリニューアル(4/15）

情報がサイトの奥にあり、目立たないレイアウト

電磁界情報センターとは

中立性と透明性に向けた取組



旧サイト 新サイト

『情報の見つけやすさ』の向上を図ったレイアウト
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３．ホームページリニューアル(5/15）

一般向けの情報が、複数の場所に掲載され、
『情報の見つけやすさ』に優れないレイアウト

「電磁波のはなし」

一般向け情報→ 一般向けサイト（情報の見つけやすさ）
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３．ホームページリニューアル(6/15）

一般向け情報→ 一般向けサイト（情報の見つけやすさ）
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３．ホームページリニューアル(7/15）

一般向けの記事が利用者の目に止まり
やすいレイアウト

一般記事の内容も今回充実

一般向け情報→ 一般向けサイト（情報の見つけやすさ）



旧サイト 新サイト

難解と思われる言葉を用語集にリンクする機能を
構築
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３．ホームページリニューアル(8/15）

用語集を新規作成→一般サイト（わかりやすさの向上）
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３．ホームページリニューアル(9/15）

用語集例（リンク先）



旧サイト 新サイト

一覧で、QとAの前文を同時表示させ、知りたい
Q&Aの見つけやすさを向上
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３．ホームページリニューアル(10/15）

Q&Aの表示の改善→一般サイト

画面上ではQのみが表示され、Aが表示されない



21

３．ホームページリニューアル(11/15）

新一般サイトのQ&A（例）



旧サイト 新サイト

専門向け情報→専門サイト（情報の見つけやすさ）
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３．ホームページリニューアル(12/15）

専門向けと一般向けの情報が混在し、検索性に
優れないレイアウト

専門的な情報の『見つけやすさ』の向上を図った
レイアウト



旧サイト 新サイト
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３．ホームページリニューアル(13/15）

サイト内検索の機能改良（二分化による見つけやすさの向上）

一般サイト検索

専門サイト検索

一般向け、専門向け、合わせて検索され、
利用者が必要な情報が見つけにくい

「一般サイト内・専門サイト内のみを検索」、「検索
ワードを先頭にした文章を表示」、「検索ワードの太
字化」により『情報の見つけやすさ』を向上
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３．ホームページリニューアル(14/15）

新規作成した一般向けコンテンツ（ＷＥＢマガジン等）→一般サイト

メールマガジン配信システムの改修

システム改修による利便性の向上

（従来、配信停止の場合は、利用者がセンターに
メール連絡し、職員がハンドで停止処理）

WEBマガジン

一般向けに電磁界に関する情報をわかりやすく
伝えるページを新規作成（現時点では、過去の
一般向け記事を掲載、今後充実予定）
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３．ホームページリニューアル(15/15）

旧サイトではバラバラのページに掲載されていた国際機関等の資料を１か所にまとめた書庫機能を
新たに構築し、利用者の利便性向上に努めた。

新規作成した専門向けコンテンツ（書庫機能）→専門サイト



４．SNSによる情報提供

FacebookでWEBセミナー開催案内や磁界測定器貸出サービス、JEIC活動紹介など
の情報を発信している。

情報拡散が活発なTwitterでの情報発信を2023年1月より開始した。

Twitter(ニュース記
事に対するコメント)

26

Facebook(セミナー案内) Facebook(活動紹介)
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問
合

せ
件

数
（
件

）

累
計

（
件

）

年度
2008
11月～

3月
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

件数 91 321 643 715 599 921 967 855 795 1032 1107 796 611 738 749

月平均 18.2 26.8 53.6 59.6 49.9 76.8 80.6 71.3 66.3 86 92.3 66.3 50.9 61.5 68.1

５．問い合わせ対応状況(1/5）

2022年度は、昨年度比で約1割増の件数となる見通しである。

問い合わせ件数（年度別推移）

2023年2月末現在
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５．問い合わせ対応状況(2/5）
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※ 1回に複数の問合せを含む
※ 2023年2月末現在

周波数別 内訳

周波数別では、低周波が約５割を占めており、例年と同じ傾向である。

n=819
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５．問い合わせ対応状況(3/5）
件

数
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）
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発生源別 内訳

発生源別では、電力設備が最も多く約４割を占め、例年と同じ傾向である。

※ 1回に複数の問合せを含む
※ 2023年2月末現在



内容別では、健康影響と磁界測定が多く、それぞれ約4割と例年同様の傾向である。
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５．問い合わせ対応状況(4/5）

※ 1回に複数の問合せを含む
※ 2023年2月末現在
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５．問い合わせ対応状況(5/5）

27% 51% 22%
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問い合わせ年齢層別割合(n=749)
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年齢層別 問い合わせ内容割合(n=1026、複数回答)

健康影響 磁界測定 電磁波攻撃 電磁過敏症 電磁波の性質 家屋土地の購入 その他

年齢層別
割合

問い合わせ年齢層は、40～59歳が最も多く全体の５割を占める。

問い合わせ内容は、若年層（20～39歳）では、家屋土地の購入をきっかけに近くの電力

設備の電磁波を心配する割合と磁界測定の割合が中年・高齢層よりも大きく、中年高齢
層では、電磁波攻撃や電磁過敏症の割合が若年層よりも大きい。

※ 2023年2月末現在



妊婦向けパンフレット配布継続（センターが主体で作成［第5版］）
母子衛生研究会が、「妊娠期から知っておきたい赤ちゃんとママの
ための電磁波のはなし」を母子健康手帳の副読本と併せて配布

配布部数：68万部（2022年度）

母子保健セミナー（母子衛生研究会）
11/17神戸市開催への講師派遣（参加53名）
講演動画のWEB配信 (再生回数492回）

WEBセミナー開催案内
妊婦・小さい子供を持つ親に向けて母子衛生研究会SNSで開催案内発信

WEBセミナー開催案内
厚生労働省が推進する「健やか親子21」メールマガジンでWEBセミナー
の開催情報を参加団体やメンバーで開催情報を配信

６．対象層特化活動（妊婦の知識啓発）

32

妊婦はリスク認知が高くなることから、電磁波への過大な不安の払拭と正しい理解促進に
繋がる妊婦に対する知識啓発活動が重要であり、継続的に取り組んでいる。

母子衛生研究会を介した妊婦への知識啓発活動

健やか親子２１との連携

ＳＮＳ案内

パンフレット
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学校保健・社会医学・看護学関連学会等への参加状況

10

2022年度は現地11件（予定2件含む）、WEB 5件の計16件を実施。

現地開催は、2020～2021年度が約2割であったが、2022年度は約7割に回復。



８.依頼講演会（1/2）

2022年度は講演依頼が19件（うちキャンセル1件）。実施件数は2020年度と2021年度
よりも増加しているが、コロナ以前の件数までは回復していない。

2019年度以前と比べると、教育機関からの依頼講演が減少している。
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８.依頼講演会（2/2）

35

教育機関からの依頼講演会（出前講座）の増加に向けた取り組みとして、全国学校
保健・安全大会にブース展示し、参加者に直接PRを実施した。

2023年度も同様の取り組みを継続予定。

学校保健関係者への依頼講演案内

全国学校保健・安全大会（11/9～11/11、岩手県盛岡市）

• ＪＥＩＣ活動紹介パネル、EMF動画

• 学校教職員用の電磁波パンフレットほか配布

• 磁界測定のデモンストレーション

• 依頼講演会の紹介



９.WEBセミナーへの取り組み（1/2）
2022年度は7回開催しているが、2023年より6つ講演テーマで年間6回開催する体制
に整理した。2023年は奇数月に開催予定。

ホームページ、チラシ、WEB広告、他団体SNS等で情宣し、50名程度の申込みあり。

実施状況 講演テーマ

チラシ 他団体SNSホームページ

36

0
20
40
60
80

4/23(土)
中間・高周波

6/11(土)
質疑応答

8/6(土)
国際ガイドライン

10/15(土)
電磁過敏症

12/18(日)
質疑応答

1/27(金)
低周波

3/11(土)
中間・高周波

申
込
者
数

2回以上 初めて ① 低周波電磁界
② 中間・高周波電磁界
③ 高周波電磁界
④ 国際ガイドライン
⑤ 電磁過敏症
⑥ 質疑応答

ＷＥＢ広告
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９.WEBセミナーへの取り組み（2/2）
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4.2%
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非常に満足できた

満足できた

満足できなかった

全く満足できなかった
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86.4%

２０２２年度（４月～２月末）アンケート集計結果

満足度(n=118)

参加前後のリスク認知の変化(n=118)

属性(n=118)

45.7%

15.2% 30.5ﾎﾟｲﾝﾄ ﾘｽｸ認知軽減

0 20 40
70代以上

60代
50代
40代
30代
20代 男性

女性

未回答

名

•参加年齢層は、経済産業省主催の電磁界講演会と比べて若い
• 50代以下では、女性の割合が大きい
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１０．磁界測定器貸出（1/3）

測定器貸出件数の推移

年度 月平均

2011 1．5

2012 1．3

2013 11．7

2014 18．1

2015 15．3

2016 16．0

2017 20．9

2018 24．2

2019 17．6

2020 10．9

2021 13．2

2022 23．2

(12月～3月)

従来の申込書郵送による手続きを見直し、2022年3月からWEB受付システムを開始し、貸
出手続きを簡略化および迅速化した。
WEB化により24時間受付体制になったこともあり、2022年度の貸出件数は大幅な増加に
転じている。このうち95%以上がWEB受付を利用。

2023年2月末現在
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１０．磁界測定器貸出（2/3）

平均貸出件数は、2021年4月～2月で14.4件/月であったが、2022年3月のWEB受付開始
以降は23.2件/月となり、8.8件/月（約6割）増加した。
磁界測定器貸出のWEB広告を配信することで貸出件数の更なる増加を図った。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

貸出件数

WEB受付開始

WEB広告開始

「ＷＥＢ受付システム」の効果について

2023年2月末現在

WEB広告例

WEB受付開始以降（2022年3月～2023年2月）

平均23.2件/月
申込書郵送（2021年4月～2022年2月）

平均14.4件/月
WEB受付の開始前後で
貸出件数が約6割増加
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41.7%

40

満足度
(n=242)

80.6%

36.7%

磁界測定前後のリスク認知の変化 (n=242)

43.9ポイント リスク認知軽減

測定値の印象(n=242)

２０２２年度（４月～２月末）アンケート集計結果

72.3%

１０．磁界測定器貸出（3/3）


